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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

那
珂
川
町
議
会
議
長

小
川
洋
一
　
第
10

代
議
長

副
議
長

小
　
川
　
洋
　
一

川
　
上
　
要
　
一

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
第
10
代
那
珂
川
町
議
会
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に

あ
ま
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
職
責
の

大
き
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

議
長
と
し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
等
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
言
論
の
府
で
あ
る
闊

達
な
議
論
を
促
す
と
と
も
に
、
円
滑
な
議
会

運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
期
か
ら
議
員
が
13
名
と
な
り
ま
す
が
、

我
々
議
会
が
自
ら
定
め
た
議
会
基
本
条
例
と

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

議
会
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
声
を
傾
聴
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
町
政
反

映
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
問
題
、
福
祉
や

子
育
て
支
援
な
ど
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で

重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
よ

り
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
難
問
に
町
議
会
と
し
て
も
実
行
あ
る

方
策
を
提
案
し
な
が
ら
、
町
執
行
部
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
町
議

会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



小お

川が
わ

　
洋よ
う
い
ち一

川か
わ
か
み上

　
要よ
う
い
ち一

益ま
し

子こ

　
明あ
け

美み

阿あ

久く

津つ

武た
け
ゆ
き之

大お
お
が
ね金

　
市い
ち

美み

石い
し
か
わ川

　
和か
ず

美み

議長

副議長
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去
る
４
月
22
日
に
行
わ
れ
た
那
珂
川

町
議
会
議
員
選
挙
（
第
４
回
）
で
当
選

さ
れ
た
新
議
員
に
よ
る
初
議
会
（
平
成

30
年
第
２
回
議
会
臨
時
会
）
が
５
月
８

日
に
開
会
し
、
正
副
議
長
が
選
出
さ
れ
、

議
会
運
営
委
員
会
と
各
常
任
委
員
会
の

委
員
構
成
及
び
正
副
委
員
長
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
員
定
数
は
15
名
で
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
13
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、３
つ
あ
っ
た
常
任
委
員
会
が
、

総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
教
育
民
生

常
任
委
員
会
の
２
委
員
会
制
と
な
り
ま

し
た
。

議
席
番
号
の
降
順
、
○
は
当
選
回
数
、

年
齢
は
５
月
１
日
現
在
。

　

私
は
対
話
に
よ
る
町
民
参
加
の
町
づ

く
り
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
声
を
町
づ
く
り

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

常
に
町
民
目
線
に
立
ち
、
皆
さ
ん
が

明
る
く
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

『
内
省
不
疚
』
の
心
で
町
づ
く
り
を

考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
な
る
福
祉

向
上
を
目
指
し
、
提
案
と
改
革
の
で
き

る
議
員
と
し
て
誠
心
誠
意
取
り
組
み

ま
す
。

　

人
と
地
域
資
源
・
産
業
を
活
か
し
、

地
域
活
性
化
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心

の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
中
長

期
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
提
言

や
、
格
差
の
生
じ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
き
が
い
の
あ
る
那
珂
川
町
を
持
続

す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

④
　
無
現

松
野
　
74

歳

④
　
無
現

小
川
　
68

歳

④
　
無
現

馬
頭
　
59

歳

④
　
無
現

久
那
瀬
　
68

歳

④
　
無
現

大
内
　
62

歳

②
　
無
現

谷
田
　
62

歳
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「
迅
速
果
断
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
町
民

と
共
に
町
民
が
望
む
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

☆
「
笑
顔
」
・
「
元
気
」
・
「
未
来
」

一
、
地
域
の
活
性
化
の
推
進

一
、
子
育
て
支
援
の
推
進

一
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

「
一
期
一
会
」
感
謝
を
忘
れ
ず
、
高

齢
者
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
、
若

い
世
代
が
夢
を
持
て
る
町
づ
く
り
を
、

女
性
・
母
親
の
目
線
で
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
町
が
限
界
集
落
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
子
育
て
支
援
、
若
者
の
就
職
支

援
、
定
住
支
援
、
地
元
の
資
源
の
利
活

用
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

町
の
豊
富
な
自
然
や
、
農
産
物
等
の

資
源
を
活
か
し
て
誘
客
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
間
の
課
題
を
解
決
し
、
明

る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

「
頭
は
３
歩
先
、
体
は
半
歩
先
」
。
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
最
新
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
つ
つ
、
那
珂
川
町
に
最
適

な
も
の
を
具
現
化
し
、
半
歩
ず
つ
確
実

に
町
政
へ
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に

も
、
町
の
産
業
の
発
展
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
た
ち
や
未
来
の
た
め
に
も
、
放

射
能
の
搬
入
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
　
無
現

小
川
　
54

歳

①
　
公
明
新

馬
頭
　
63

歳

②
　
無
現

馬
頭
　
39

歳

①
　
無
新

小
川
　
56

歳

②
　
無
現

松
野
　
64

歳

①
　
無
新

松
野
　
59

歳

①
　
共
産
新

吉
田
　
69

歳

鈴す
ず

木き

　
　
繁

し
げ
る

大お
お
が
ね金

　
　
清

き
よ
し

益ま
し

子こ

　
純す

み

恵え

福ふ
く

田だ

　
浩こ

う

二じ

小お

川が
わ

　
正ま

さ
の
り典

吹ふ
き

場ば

　
寿ひ

さ

郎お

川か
わ
ま
た俣

　
義よ

し
ま
さ雅
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委

員

長　
　

石　

川　

和　

美

副
委
員
長　
　

大　

金　
　
　

清

委　
　

員　
　

福　

田　

浩　

二

　
　
　
　
　
　

川　

俣　

義　

雅

　
　
　
　
　
　

益　

子　

明　

美

　
　
　
　
　
　

大　

金　

市　

美

　
　
　
　
　
　

小　

川　

洋　

一

委

員

長　
　

鈴
木　
　
　
　

繁

副
委
員
長　
　

益　

子　

純　

恵

委　
　

員　
　

吹　

場　

寿　

郎

　
　
　
　
　
　

小　

川　

正　

典

　
　
　
　
　
　

川　

上　

要　

一

　
　
　
　
　
　

阿
久
津　

武　

之

小
川　

正
典　
　

鈴
木　
　

繁

石
川　

和
美　
　

益
子　

明
美

大
金　

市
美　
　

阿
久
津
武
之

　
　
　
　
　

益　

子　

明　

美

委

員

長　
　

益　

子　

純　

恵

副
委
員
長　
　

吹　

場　

寿　

郎

委　
　

員　
　

福　

田　

浩　

二

　
　
　
　
　
　

大　

金　
　
　

清

　
　
　
　
　
　

川　

俣　

義　

雅

　
　
　
　
　
　

石　

川　

和　

美

委

員

長　
　

大　

金　

市　

美

副
委
員
長　
　

阿
久
津　

武　

之

委　
　

員　
　

鈴　

木　
　
　

繁

　
　
　
　
　
　

石　

川　

和　

美

　
　
　
　
　
　

益　

子　

明　

美

※
従
前
の
「
総
務
企

　

画
常
任
委
員
会
」

　

と
「
産
業
建
設
常

　

任
委
員
会
」
が
「
総

　

務
企
画
産
業
常
任

　

委
員
会
」
に
再
編

　

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
就
任
に
あ
た
っ
て

委
員
長

議
会
広
報
特
別
委
員
会
か
ら

益
子
　
純
恵

　

第
４
期
議
会
に
お
い
て
、
「
議
会

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
議
会
広
報

特
別
委
員
会
も
新
体
制
に
な
り
ま

し
た
。

　

早
速
、
委
員
会
内
部
で
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
議

会
活
動
を
お
伝
え
し
、
親
し
み
と
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
、
そ
し
て
、

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙

面
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
委
員
一

同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
同
様
「
議
会
だ
よ
り　

な

か
が
わ
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴
木
繁
委
員
長

石
川
和
美
委
員
長

吹
場
寿
郎
委
員

福
田
浩
二
委
員

川
上
要
一
委
員

益
子
明
美
委
員

小
川
洋
一
委
員

益
子
純
恵
副
委
員
長

大
金
清
副
委
員
長

小
川
正
典
委
員

川
俣
義
雅
委
員

阿
久
津
武
之
委
員

大
金
市
美
委
員

〈
前
列
左
か
ら
〉
吹
場
副
委
員
長
、
益
子
委
員

長
、
石
川
委
員
、〈
後
列
左
か
ら
〉
福
田
委
員
、

大
金
委
員
、
川
俣
委
員


